
北
か
ら
南
か
ら

♯003
平
成
25
年
度

Ｅ
Ｅ
東
北
2
0
1
3
開
催

　

Ｅ
Ｅ
東
北
2
0
1
3
が
、平
成
25
年
６

月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
宮
城
県
仙
台
市

の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
23
回
目
の
開
催
と
な
り
、「
復
興
へ
、

今
こ
そ
活
か
そ
う
新
技
術
」
を
テ
ー
マ
に

２
８
９
社
／
団
体
が
過
去
最
多
の
６
７
７

技
術
を
出
展
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
国
土

交
通
省
や
各
自
治
体
関
係
者
、
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
技
術
者
や
将
来
を
担
う
学

生
な
ど
多
く
が
訪
れ
、
来
場
者
は
過
去
最

高
の
１
万
2
0
0
0
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
も
２
年
連
続
の
出

展
と
な
り
、会
員
各
社
の
施
工
事
例
の
パ
ネ

ル
展
示
や
、Ｐ
Ｃ
桁
に
見
立
て
た「
ア
ク
リ

ル
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
」に
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
代
わ
り

に
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
・
緊
張（
ク
リ
ッ
プ

止
め
）し
て
一
体
化
し
た
模
型
で
は
多
く
の

学
生
が
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

名
古
屋
の

「
ニ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
」

橋
梁
保
全
技
術
研
修

　

平
成
23
年
９
月
、
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
の
意
向
を
受
け
名
古
屋
大
学

構
内
に
、
臨
床
型
の
橋
梁
維
持
管
理
技
術

者
養
成
施
設
と
し
て
、”ニ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

（
N
2
U

—

B
R
I
D
G
E
）“
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、全
国
各
地
で
劣
化
・

損
傷
が
生
じ
て
更
新
、
撤
去
さ
れ
た
橋
梁

部
材
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
運
搬
し
、
大
学

構
内
に
Ｐ
Ｃ
鋼
材
等
を
用
い
て
組
み
立
て

た
全
国
初
の
研
究
施
設
で
す
。
橋
梁
種
類

は
、
昭
和
10
年
竣
工
の
Ｒ
Ｃ
Ｔ
桁
、
昭
和

49
年
竣
工
の
Ｒ
Ｃ
床
版
、
昭
和
48
年
竣
工

の
Ｐ
Ｃ
中
空
床
版
、
昭
和
34
年
供
用
の
日

本
一
古
い
歩
道
橋
な
ど
が
あ
り
、
点
検
ハ

ン
マ
ー
に
た
た
か
れ
な
が
ら
第
２
の
人
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
破
壊
検
査

の
た
め
の
空
洞
供
試
体
や
豆
板
、コ
ー
ル

ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
、
砂
す
じ
、ひ
び
割
れ
な
ど

の
供
試
体
が
あ
り
、
施
工
不
良
が
リ
ア
ル

N2U-BRIDGEとは

N  EXCO-Central and
N  agoya
U  niversity
B  ridge model with
R  estoration and
I   ntegrated
D  eterioration for
G  lobal
E  ngineers
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に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
ざ
と
施
工
不

良
を
発
生
さ
せ
る
の
に
は
か
な
り
苦
労
し

た
と
の
こ
と
。
ま
た
、こ
の
施
設
の
運
営
の

た
め
に
、
名
古
屋
大
学
橋
梁
長
寿
命
化
推

進
室
が
創
設
さ
れ
、
研
究
推
進
、
学
生
教

育
、技
術
者
認
定
、技
術
者
教
育
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
者
教
育

で
は
、常
設
研
修
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
て
お
り
、基
礎
コ
ー
ス
、検
査
点
検
コ
ー

ス
、
診
断
評
価
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が

あ
り
、基
礎
コ
ー
ス
と
検
査
点
検
コ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
研
修
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
検
査
点
検
コ
ー
ス
は
人
気
が
高
く
、

募
集
と
同
時
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
、こ
の
施
設
や
研

修
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
施
設
を
活
用
し
Ｐ
Ｃ
建
協
中
部
支
部

で
は
、常
設
研
修
の
テ
キ
ス
ト
作
成
、講
師
、

技
術
者
認
定
試
験
問
題
作
成
等
に
関
与

し
中
部
の
み
で
な
く
日
本
の
維
持
管
理
技

術
者
教
育
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
で
中
部
ラ
イ
フ
ガ
ー

ド
T
E
C
2
0
1
3
防
災・

減
災・危
機
管
理
展
参
加

　

平
成
25
年
５
月
24
日
・
25
日
に
名
古

屋
市
港
区
の「
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
」

に
て
、「
中
部
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
Ｔ
Ｅ
Ｃ

２
０
１
３
防
災
・
減
災
・
危
機
管
理
展
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ

り
、
名
古
屋
国
際
見
本
市
委
員
会（
名
古

屋
市
・
愛
知
県
ほ
か
で
構
成
）
が
主
催
し
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
中
部
圏

戦
略
会
議（
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
が
事
務
局
）が
共
催
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
・
減
災
関
連

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、

最
新
の
防
災
・
減
災
及
び
危
機
管
理
に
係

る
官
民
の
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
等
が

展
示
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

国
･
自
治
体
を

は
じ
め
、
公
共
交
通

機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
業
の
関
係
者
、

民
間
企
業
や
学
校

･
教
育
･
研
究
機

関
だ
け
で
な
く
一
般

の
方
ま
で
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
中
部

支
部
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
災
害
が
発
生
し
た

際
の
避
難
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
既
存

の
ス
ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
「
津
波
対
策
用

人
工
地
盤
」
を
出
展
し
、
防
災
・
減
災
へ
の

取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

出
雲
大
社
で
60
年
ぶ
り
に

「
平
成
の
大
遷
宮
」

　

縁
結
び
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
大

国
主
大
神（
お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

＝
だ
い
こ
く
）
さ
ま
を
ま
つ
る
出
雲
大
社
。

国
宝
で
あ
る
御
本
殿
は
１
７
４
４
年
に

造
営
さ
れ
、こ
れ
ま
で
３
度
の
遷
宮（
せ
ん

ぐ
う
）
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
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大
阪
で
第
21
回

建
築
技
術
講
習
会
開
催

　

P
C
建
協
と
P
C
工
学
会
は
、P
C
建

築
技
術
の
普
及
、
発
展
の
た
め
に
技
術
講

習
会
を
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
過
去

20
回
、
東
京
で
開
催
さ
れ
て
き
た
P
C
建

築
技
術
講
習
会
が
、
平
成
25
年
６
月
20
日
、

初
め
て
大
阪
に
会
場
を
移
し
、
建
設
交
流

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
野
義
照
理
事
に
開
催
の
ご
挨
拶
を
し
て

い
た
だ
き
、P
C
ａ
P
C
工
法
で
施
工
さ

れ
た
４
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
さ
れ
た
総

合
設
計
建
築
事
務
所
の
意
匠
・
構
造
設
計

者
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
官

庁
、
大
学
、
設
計
事
務
所
、
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら

幅
広
く
、１
７
５
名
の
参
加
者
を
迎
え
盛

大
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
習

会
で
公
演
さ
れ
た
演
題
と
講
師
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
宇
陀
市
立
病
院
新
病
棟

　
（
株
）昭
和
設
計　

国
友 

博
司

　
「
P
C
圧
着
関
節
工
法
に
よ
る
耐
震
等

　

級
３
に
対
応
し
た
災
害
拠
点
病
院
」

●
京
都
府
３
大
学　

教
養
教
育
共
同
化
施
設

　
（
株
）久
米
設
計　

奥
野 

親
正

　
「
P
C
a
P
C
細
柱
と
S
T
床
版
に
よ

　

る
大
学
施
設
」

●
兵
庫
県
立
淡
路
病
院

　
（
株
）安
井
建
築
設
計
事
務
所

　

寺
岡 
宏
治
、山
浦 

晋
弘

　
「
P
・
U
・
L
・
S

－

付
加
価
値
の
高
い
構

　

造
形
式
と
し
て
の
P
C
a
P
C
免
震
」

●
東
広
島
市
庁
舎

　
（
株
）大
建
設
計　

西
端 
賢
一
、宇
田
津 

明
哉

て
平
成
20
年
か
ら
、
４
度
目
と
な
る「
平

成
の
大
遷
宮
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。「
遷

宮
」
と
は
神
社
本
殿
の
木
造
建
築
の
維
持

修
繕
期
間
の
宮
遷（
み
や
う
つ
し
）の
お
祭

り
で
す
。
こ
の
度
の
大
遷
宮
で
は
平
成
20

年
４
月
20
日
に
、
大
国
主
大
神
さ
ま
に
仮

の
お
住
ま
い
の
御
仮
殿
へ
お
遷
り
い
た
だ

く「
仮
殿
遷
座
祭
」を
経
て
そ
の
後
、５
年

間
に
わ
た
る
御
本
殿
他
諸
社
殿
等
の
御

修
造
を
行
い
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

御
本
殿
が
そ
の
姿
を
現
し
ま
し
た
。
平

成
25
年
５
月
10
日
、
大
國
主
大
神
さ
ま
が

修
繕
を
終
え
た
元
の
御
本
殿
に
お
還
り
に

な
る「
本
殿
遷
座
祭
」
を
終
え
、
60
年
に
一

度
の
御
修
造
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

出
雲
大
社
の
境
内
に
は
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
歴
史
的
構

造
物
が
あ
り
ま
す
。
神
楽
殿
は
昭
和
56

年
完
成
で
、
境
内
中
央
西
側
に
位
置
し
現

場
打
一
体
式
P
C
・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
併
用

方
式
で
建
て
ら
れ
た
26
m
×
40.
48
m
の

広
大
な
無
柱
空
間
を
有
す
る
建
造
物
で

す
。
ま
た
神
楽
殿
前
に
あ
る
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
P
C
構
造
の
国
旗
掲
揚
塔
は
平
成

１５

年
完
成
、日
本
一
の
高
さ
47
m（
国
旗
の
大

き
さ
畳
75
枚
分
）
を
誇
り
、
ど
ち
ら
も
そ

の
出
で
立
ち
は
荘
厳
で
あ
り
、
深
い
信
仰

と
歴
史
の
息
づ
く
出
雲
大
社
に
調
和
し
た

造
形
を
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
の
技
術
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
構

造
物
に
も
採
用
さ
れ
社
会
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

全
国
各
地
域
で
P
C
技
術

講
習
会
開
催
さ
れ
る

　

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

会
主
催
の
第
41
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
術
講
習
会
が
６
月
５
日
に
東

京
会
場
を
皮
切
り
に
、
全
国
９
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、「
防
災
・
防
災
・
強
靱
化
に

対
す
る
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
取
組
み
」
を
総
合

テ
ー
マ
と
し
て
、

「
Ｐ
Ｃ
技
術
に
よ
る
建
築
物
の
防
災
・
減

災
・
強
靱
化
」

「
Ｐ
Ｃ
工
学
会
の
国
際
化
の
取
組
み
」

「
道
路
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

「
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
展
望
」

の
５
講
演
の
ほ
か
、各
会
場
で
地
元
大
学
の

先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
の
受
講
者
数
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
東
京　

平
成
25
年
6
月
5
日　

2
3
6
名

●
新
潟　
　
　
　

6
月
7
日　

1
0
9
名

●
福
岡　
　
　
　

6
月
11
日　

2
8
3
名

●
大
阪　
　
　
　

6
月
13
日　

2
6
7
名

●
広
島　
　
　
　

6
月
18
日　

1
4
8
名

●
高
松　
　
　
　

6
月
19
日　

 

1
3
3
名

●
札
幌　
　
　
　

6
月
21
日　

1
8
9
名

●
名
古
屋　
　
　

6
月
28
日　

2
4
2
名

●
仙
台　
　
　
　

7
月
3
日　

1
7
4
名

大野義照理事挨拶

会場風景
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Column

菱　十

　奈良県の南部、五條市から熊野に向かう西熊野街
道（国道168号）を南に下ると、途中に十津川村があ
ります。深い山々に囲まれた人口5,000人にも満
たない小さな村ですが、面積は奈良県の約５分の1
で、東京23区や琵琶湖よりも大きく、村としては日
本一の大きさを誇っています。
　幕末維新の歴史が好きな方なら、十津川という地
名に特別な思いがあるのではないでしょうか。御所
の警備にあたり、蛤御門の戦い・戊辰戦争など数々
の戦いに関わったことから、その働きを認められ、維
新の時に十津川郷の全村2,233戸がすべて士族
に列せられています。十津川村の村章となっている

「菱十」の紋は、幕末の十津川郷士たちが京都で郷
旗として使っていたものです。
　札幌から北に約2時間半、ＪＲ札沼線の終点に、一
日にわずか３往復の列車が止まるだけの静かな終着
駅、新十津川駅があります。この駅のある新十津川
町の町章も「菱十」です。

　明治22年（1889）8月、十津川郷で大雨が降りま
した。四国の南海上で停滞していた台風が、ゆっく
りとした速度で北上し、19日の昼前に高知付近に上
陸して中国地方から日本海に進みました。十津川
郷では、17日から雨が降り始め、18日の夜から暴風
雨になり、19日の夜になって風はやや収まったもの
の、強い雨が20日の未明まで続きました。このため、
19日夜から20日の午前中にかけて各所で土砂崩
れが発生し、十津川郷で249人の犠牲者が出ました。
　十津川郷に降った雨を、被害の程度から、日降水
量1,000mm、1時間降水量130mmと推定した研
究もあります。日降水量のベスト5に入るような大
雨です。当時は、気象観測をしていた場所は少な
く、記録が残っている和歌山の日降水量は18日が
32.4mm、19日が78.1mm、津は18日が0.8mm、
19日が55.7mmと、それほどでもありません。と
ころが、和歌山から60kmほど南の田辺では18日
が368.3mm、19日が901.7mmと極端に大きく

なっています。 地
形の影響、気流の影
響を強く受けて、局
地的に大雨になった
と思われます。
　全国各地からの
義捐金や支援物資
もあり、なんとか生
活はできていたの
ですが、被 害は深
刻で、とても十津川
郷で生活を再建で
きる状態ではあり

ませんでした。水害発生から1ヶ月も経たないうち
に、北海道に移住する話が出てきました。「雪解けと
ともに開墾を始めたい」との長老の説得を受け入れ、
十津川郷の２割強にあたる651戸、2,667人が、冬
を迎える前に北海道に移住することを決意しました。
　10月18日、第一班が十津川郷を後にしました。
一行は、胸に菱十の紅章をつけ、紅白の大旗を立て、
銃を背負い、先祖伝来の日本刀を携えて、隊列を組
んで進んだそうです。吉野郡水害誌に、「再会期し
がたく、行進遅々。婦女飲泣、別を告ぐることあたわ
ず。男児も家山を顧望して恋郷の情にたえず、漣

れん
然
ぜん

涙下る者あり。」と、その時の様子が記されています。
　十津川郷を出て徒歩で大阪に向かい、汽車に乗り
換えて23日に神戸に到着。翌24日に出航し、小樽
に向かいました。第二班は10月28日、第三班は
11月１日に神戸を出航しています。第三班が小樽
に到着したのは11月6日。もう雪が舞っていました。
　小樽から途中の市

いち
来
き

知
しち
（現・三笠市）までは汽車で、

その先の約60kmは歩き、11月18日までに空
そら

知
ち

太
ぶと

（現・滝川市）の屯田兵舎に到着しました。そこで共
同生活をして冬を過ごし、雪解けを待って石狩川を
渡り、6月にトック原野と呼ばれていた現在の新十津
川町に入植しました。
　老人、幼子、災害で負傷した人、身重の婦人なども
おり、山国育ちとはいえ、初めて経験する北海道の
冬は厳しいものがあったようです。北の大地に遅い
春が訪れたころには、70名近くが帰らぬ人となって
いました。

天気図（1889年8月19日14時）

気象予報士 （株）富士ピー・エス顧問　松嶋 憲昭
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